
 

 

一 

次
の
ア
か
ら
カ
の
言
葉
を
「
和
語
」「
漢
語
」「
外
来
語
」「
混
種
語
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で 

答
え
な
さ
い
。 

 

  
 

 

和
語 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 

漢
語 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 
 

外
来
語
（ 

 
 

 
 

 
 

） 

混
種
語
（ 

 
 

 
 

 
 

） 

 

二 

次
の
(1)
、
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
①
、
②
の
（ 

 

）
に
自
動
詞
と
他
動
詞
が
対
応
す
る
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 

〔
例
〕
お
湯
が
わ
く
。 

 
 

お
湯
を
（ 
わ
か
す 

）
。 

① 

枝
が
折
れ
る
。 

 

枝
を
（ 

 
 

 
 

 
 

）
。 

② 

ド
ア
が
（ 

 
 

 
 

 

）
。 

 
 

ド
ア
を
あ
け
る
。 

 (2) 

次
の
①
か
ら
③
の
文
を
【 

】
の
指
示
に
従
っ
て
、
書
き
か
え
な
さ
い
。 

 

① 

ね
ず
み
が
猫
に
追
い
か
け
ら
れ
た
。
【
「
猫
」
を
主
語
に
す
る
。
】 

→
猫
が
ね
ず
み
を
（ 

 
 

 
 

 
 

 

）
。 

 

② 

中
川
さ
ん
は
上
田
さ
ん
を
呼
ん
だ
。
【
「
上
田
さ
ん
」
を
主
語
に
す
る
。
】 

→
上
田
さ
ん
は
中
川
さ
ん
に
（ 

 
 

 
 

 
 

）
。 

③ 

兄
は
妹
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
た
。
【
「
妹
」
を
主
語
に
す
る
。
】 

→
妹
は
兄
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
（ 

 
 

 
 

 
 

）
。 

 

三 

次
の
(1)
、
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
①
か
ら
⑦
の 

 

線
部
の
言
葉
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
送
り
仮
名
を
書
き 

 

な
さ
い
。 

① 

開
会
式
に
の
ぞ
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 
 

） 

② 

き
た
る
十
月
一
日
に
、
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 
 
 
 

） 

③ 

感
き
わ
ま
り
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 

④ 

た
く
さ
ん
の
人
が
つ
ど
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 
 

 
 
 
 

 
 

） 

⑤ 

い
っ
ち
ょ
う
い
っ
せ
き
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

（ 
 
 

 
 

 
 

 

） 

⑥ 

文
明
は
っ
し
ょ
う
の
地
を
訪
ね
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 

⑦ 

先
ほ
ど
の
発
言
を
て
っ
か
い
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 
 

(2) 

次
の
①
か
ら
⑤
の 

 

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

挿
絵
が
か
わ
い
い
本
を
見
つ
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 
 
 
 

） 

 

② 

互
い
の
健
闘
を
称
え
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 

 
 

③ 

渓
流
で
魚
釣
り
を
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 
 

 

） 

 

④ 

視
界
を
遮
る
も
の
は
何
も
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 

る 

） 

 

⑤ 

タ
オ
ル
で
手
を
拭
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

 
 

 

く 

） 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

学
習
し
た
こ
と
を
確
か
め
よ
う 

年 
 

組 
 

番 

名
前 

 
 

 
 

ア 

て
ん
ぷ
ら 

 

イ 

メ
デ
ィ
ア 

 

ウ 

言
葉 

 

エ 

ぼ
く 

オ 

花
火
大
会 

 

カ 

歩
く 

〈
中
学
校
三
年
生
〉
三
省
堂 

〈
中
学
校
三
年
生
の
学
習
内
容
〉
三
省
堂 

答
え 

 



 

 

一 

次
の
ア
か
ら
カ
の
言
葉
を
「
和
語
」「
漢
語
」「
外
来
語
」「
混
種
語
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で 

答
え
な
さ
い
。 

 

  
 

 

和
語 

（ 
 

ウ
、
カ 

 

） 

漢
語 

（ 
 

エ 
 

 
 

） 
 

外
来
語
（ 

 

ア
、
イ 

 
） 

混
種
語
（ 

 

オ 
 

 
 

） 
 

二 

次
の
(1)
、
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
①
、
②
（ 

 

）
に
自
動
詞
と
他
動
詞
が
対
応
す
る
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 

〔
例
〕
お
湯
が
わ
く
。 

 
 

お
湯
を
（ 
わ
か
す 

）
。 

① 

枝
が
折
れ
る
。 

 

枝
を
（ 

 

折
る 

 
 

）
。 

② 

ド
ア
が
（ 

 

あ
く 

 

）
。 

 
 

ド
ア
を
あ
け
る
。 

 (2) 

次
の
①
か
ら
③
の
文
を
【 

】
の
指
示
に
従
っ
て
、
書
き
か
え
な
さ
い
。 

 

① 

ね
ず
み
が
猫
に
追
い
か
け
ら
れ
た
。
【
「
猫
」
を
主
語
に
す
る
。
】 

→
猫
が
ね
ず
み
を
（ 

追
い
か
け
た 

 
 

）
。 

 

② 

中
川
さ
ん
は
上
田
さ
ん
を
呼
ん
だ
。
【
「
上
田
さ
ん
」
を
主
語
に
す
る
。
】 

→
上
田
さ
ん
は
中
川
さ
ん
に
（ 

 

呼
ば
れ
た 

）
。 

③ 

兄
は
妹
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
た
。
【
「
妹
」
を
主
語
に
す
る
。
】 

→
妹
は
兄
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
（ 

も
ら
っ
た 

 

）
。 

  

三 

次
の
(1)
、
(2)
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

(1) 

次
の
①
か
ら
⑦
の 

 

線
部
の
言
葉
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
送
り
仮
名
を
書
き 

 

な
さ
い
。 

① 

開
会
式
に
の
ぞ
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

臨
む 

 
 
 

） 

② 

き
た
る
十
月
一
日
に
、
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

（ 

来
る 

 
 
 
 

） 

③ 

感
き
わ
ま
り
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 

極
ま
り 

 
 

） 

④ 

た
く
さ
ん
の
人
が
つ
ど
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

集
う 

 
 

 
 

） 

⑤ 

い
っ
ち
ょ
う
い
っ
せ
き
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

一
朝
一
夕 

 

） 

⑥ 

文
明
は
っ
し
ょ
う
の
地
を
訪
ね
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

発
祥 

 
 

 

） 

⑦ 

先
ほ
ど
の
発
言
を
て
っ
か
い
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

撤
回 

 
 

 

） 
 

(2) 

次
の
①
か
ら
⑤
の 

 

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。 

 

① 

挿
絵
が
か
わ
い
い
本
を
見
つ
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

さ
し
え 

 
 
 
 

） 

 

② 

互
い
の
健
闘
を
称
え
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

け
ん
と
う 

 

） 

 
 

③ 

渓
流
で
魚
釣
り
を
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

け
い
り
ゅ
う 

） 

 

④ 

視
界
を
遮
る
も
の
は
何
も
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 

さ
え
ぎ 

る 

） 

 

⑤ 

タ
オ
ル
で
手
を
拭
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（ 

ふ 
 

 

く 

） 

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

学
習
し
た
こ
と
を
確
か
め
よ
う 

年 
 

組 
 

番 

名
前 

 
 

 
 

ア 

て
ん
ぷ
ら 

 

イ 

メ
デ
ィ
ア 

 

ウ 

言
葉 

 

エ 

ぼ
く 

オ 

花
火
大
会 

 

カ 

歩
く 

◆
解
説
◆ 

 
 

和
語
は
、
も
と
も
と
日
本
で
使
わ
れ

て
い
た
言
葉
で
、
平
仮
名
で
書
か
れ
た

り
、
訓
読
み
で
表
さ
れ
た
り
し
ま
す
。 

 
 

漢
語
に
は
、
古
く
に
中
国
か
ら
入
っ

て
き
た
言
葉
や
日
本
で
作
ら
れ
た
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
「
ぼ
く
」
（
僕
）
の
よ
う

に
、
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
て
も
音
読

み
す
る
語
で
あ
れ
ば
、
漢
語
で
す
。 

 
 

外
来
語
は
、
中
国
以
外
の
外
国
か
ら

入
っ
て
き
た
言
葉
で
、
片
仮
名
で
書
く

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
外
来
語
の
意

識
が
薄
く
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
平
仮

名
や
漢
字
で
書
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 

 
 

混
種
語
は
、
和
語
、
漢
語
、
外
来
語

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
た
言
葉
で

す
。 

〈
中
学
校
三
年
生
〉
三
省
堂 

答
え 

◆
解
説
◆ 

同
じ
よ
う
な
事
柄
を
述
べ
て
い
て
も
、
誰
（
何
）
を
主
語
に
す
る
か
に
よ
っ
て
、
表
現
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
①
、
②
は
、
受
け
身
の
表
現
と
使
役
の
表
現
の
違
い
、
③
は
、
や
り
も
ら
い
（
し
た
こ
と
・
さ
れ
た
こ

と
）
の
表
現
に
よ
る
書
き
か
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

〈
中
学
校
三
年
生
の
学
習
内
容
〉
三
省
堂 

答
え 

 


